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右
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「
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
よ
り
大

阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
機
構
（
以
下
「
整
備
機
構
」
と
い
う
）
が
発
足
し
て
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
が
、
空
港
周
辺
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

一 

大
阪
空
港
周
辺
整
備
事
業
の
規
模
、
進
捗
等
に
つ
い
て 

 
① 

移
転
補
償
、
民
家
防
音
工
事
の
現
在
ま
で
の
事
業
進
捗
状
況
（
各
世
帯
数
及
び
進
捗
率
）
。
ま
た
、
事
業
達

成
を
予
定
し
て
い
る
の
は
何
年
度
か
。 

以
下
、
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
関
し
次
の
質
問
を
す
る
。 

大
阪
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る
移
転
補
償
、
宅
地
買
取
り
、
代
替
地
造
成
、
民
家
防
音
工
事
、
緑
地
帯

整
備
、
再
開
発
等
に
つ
い
て
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

共
同
住
宅
の
建
設
、
促
進
に
つ
い
て 

本
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
借
家
人
の
移
転
用
に
共
同
住
宅
の
建
設
、
促
進
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
「
整 

 

備
機
構
」
発
足
以
来
、
予
算
は
計
上
さ
れ
な
が
ら
、
全
く
執
行
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
阪

空
港
周
辺
地
域
で
は
、
借
家
人
の
比
率
が
高
く
（
豊
中
市
―
七
割
、
伊
丹
市
―
六
割
、
川
西
市
―
五
割
）
、
共
同

住
宅
へ
の
要
求
に
は
、
極
め
て
強
い
も
の
が
あ
る
が
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

① 

住
民
の
切
実
な
要
求
に
答
え
共
同
住
宅
の
建
設
を
促
進
し
、
そ
の
建
設
場
所
や
家
賃
等
の
問
題
も
含
め
取 

④ 

ま
た
、
以
上
の
各
事
業
達
成
ま
で
の
年
次
計
画
と
財
政
計
画
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
が
な
い
場
合
、
そ

の
理
由
と
計
画
作
成
の
目
途
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③ 

緑
地
帯
整
備
、
再
開
発
の
進
捗
状
況
及
び
事
業
達
成
を
予
定
し
て
い
る
の
は
何
年
度
か
。 

② 
予
定
し
て
い
る
代
替
地
造
成
面
積
、
区
画
数
と
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
（
面
積
、
区
画
数
及
び
進
捗
率
）
。 

ま
た
事
業
達
成
を
予
定
し
て
い
る
の
は
何
年
度
か
。 

四 

 



 

三 

民
家
防
音
工
事
の
改
善
に
つ
い
て 

② 

「
整
備
機
構
」
に
よ
る
指
定
区
域
内
の
住
民
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
防
音
工
事
を
希
望
し
な
い
世
帯

の
理
由
の
う
ち
「
一
世
帯
一
室
ず
つ
の
防
音
工
事
で
は
不
十
分
だ
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
一
位
（
二
五
・
二
％
） 

① 

こ
の
よ
う
な
防
音
工
事
の
水
準
で
は
、
例
え
夜
九
時
か
ら
翌
朝
七
時
ま
で
国
際
便
以
外
の
航
空
機
に
よ
る

騒
音
が
な
く
と
も
正
常
な
家
庭
生
活
を
送
る
こ
と
は
困
難
と
思
う
が
、
政
府
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

② 

五
十
一
年
度
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
つ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

現
在
、
大
阪
空
港
周
辺
整
備
事
業
に
よ
る
民
家
防
音
工
事
は
、
一
世
帯
一
室
、
五
人
以
上
の
世
帯
二
室
で
あ

る
が
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

組
み
を
抜
本
的
に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
未
執
行
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 

代
替
地
造
成
に
つ
い
て 

昭
和
四
十
九
年
三
月
一
日
の
衆
議
院
運
輸
委
員
会
に
お
い
て
、
寺
井
政
府
委
員
（
当
時
、
運
輸
省
航
空
局
長
）

は
、
代
替
地
造
成
に
関
し
「
代
替
地
を
で
き
る
だ
け
安
く
造
成
し
て
移
り
や
す
い
仕
組
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
旨
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
代
替
地
の
分
譲
価
格
は
、
移
転
補
償
額
に
比
べ
な
お
高
額
で
あ
る
。
現
在
、

分
譲
中
の
代
替
地
の
価
格
は
、
最
高
が
二
千
二
百
万
円
台
、
最
低
で
も
七
百
万
円
台
、
平
均
で
一
千
三
百
万
円
ぐ

ら
い
で
あ
り
、
代
替
地
を
買
つ
て
移
転
す
る
場
合
、
移
転
補
償
費
は
、
用
地
費
と
し
て
費
や
さ
れ
て
し
ま
う
の 

③ 

空
調
器
の
維
持
費
な
ど
の
関
連
費
用
も
国
庫
負
担
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。 

を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
世
帯
一
室
、
五
人
以
上
の
世
帯
で
二
室
と
い
う
防
音
工
事
の
水
準
は
新
幹

線
沿
線
の
防
音
工
事
が
三
人
世
帯
ま
で
一
人
一
室
、
四
人
以
上
の
世
帯
四
室
と
い
う
水
準
に
あ
る
の
に
比
べ

て
も
、
な
お
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
空
港
周
辺
の
民
家
防
音
工
事
を
実
態
に
合
つ
た
も
の
に
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

五 

移
転
補
償
に
つ
い
て 

こ
の
た
め
、
昨
年
五
月
以
来
、
分
譲
に
出
さ
れ
た
二
〇
九
区
画
の
う
ち
、
本
年
四
月
一
日
現
在
で
売
却
済
み

と
な
つ
た
の
は
、
わ
ず
か
十
二
区
画
に
過
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
移
転
は
、
本
人
の
自
発
的
な
意

志
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
騒
音
に
よ
り
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
分
譲
価
格
に
公
共

負
担
分
ま
で
が
上
乗
せ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
不
当
で
あ
り
、
公
共
部
分
は
、
当
然
全
額
国
庫
補
助
と

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、
代
替
地
造
成
事
業
費
全
体
に
対
す
る
国
庫
補
助

を
大
幅
に
増
や
し
、
移
転
す
る
住
民
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
政
府
の
方
針
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

が
実
情
で
あ
る
。 

空
港
周
辺
地
域
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
は
、
住
民
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
九
〇
以

上
の
第
二
種
区
域
に
居
住
す
る
住
民
に
対
し
て
移
転
補
償
の
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

七 

 



 

と
こ
ろ
で
、
第
二
種
区
域
の
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
九
〇
以
上
と
い
う
騒
音
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

に
告
示
さ
れ
た
「
航
空
機
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
」
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
言
う
「
環
境
基
準
」

が
「
人
の
健
康
を
保
護
し
及
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
」（
公
害
対
策

基
本
法
）
で
あ
る
以
上
、
こ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
は
、
騒
音
に
よ
る
被
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
一

例
と
し
て
の
他
価
の
低
下
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
予
測
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
、
昨
年
十
月
十
五
日
付
の

自
治
省
固
定
資
産
税
課
長
名
に
よ
る
「
固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
取
扱
通
達
」
に
お
い
て
も
、
騒
音
、
振
動
、
日

照
阻
害
等
に
よ
り
地
価
が
低
下
す
る
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
公
式
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に

は
、
騒
音
に
よ
る
地
価
の
低
下
は
な
い
も
の
と
さ
れ
、
全
く
補
償
さ
れ
て
い
な
い
。
次
の
二
点
に
つ
い
て
政
府 

騒
音
激
じ
ん
地
域
に
お
い
て
は
、
騒
音
の
影
響
に
よ
り
、
住
民
の
日
常
生
活
の
正
常
な
遂
行
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
日
常
生
活
を
送
る
場
と
し
て
の
効
用
に
大
き
く
欠
け
る
た
め
、
周
辺
の
類
似

地
に
く
ら
べ
、
地
価
が
相
対
的
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
。 

八 

 



 

六 

移
転
跡
地
の
「
再
開
発
」
に
つ
い
て 

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

② 

騒
音
激
じ
ん
地
域
に
お
け
る
移
転
補
償
（
宅
地
買
取
り
）
に
お
い
て
、
補
償
価
格
を
実
態
に
即
し
た
も
の
に

是
正
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

① 

昭
和
四
十
九
年
三
月
一
日
の
衆
議
院
運
輸
委
員
会
の
席
上
、
木
下
元
二
委
員
に
よ
る
大
阪
空
港
周
辺
の
騒

音
激
じ
ん
地
域
に
お
け
る
騒
音
に
よ
る
地
価
低
下
分
の
補
て
ん
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
当
時
の
徳
永
運

輸
大
臣
は
、
「
い
ま
御
指
摘
の
議
論
は
確
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁

し
た
が
、
政
府
部
内
に
お
い
て
は
、
こ
の
大
臣
答
弁
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
、
そ

の
経
過
と
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

本
事
業
に
お
け
る
移
転
跡
地
の
「
再
開
発
」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
、
「
整
備
機
構
」
が
買

い
取
つ
た
移
転
跡
地
を
「
整
備
機
構
」
が
自
己
資
金
と
「
機
構
債
」
発
行
に
よ
り
導
入
し
た
民
間
資
金
を
も
と
に
、 

九 

 



 

し
か
し
、
本
事
業
に
お
け
る
跡
地
「
再
開
発
」
は
、
公
害
対
策
事
業
の
一
環
で
あ
る
以
上
、
財
政
的
に
は
、
原

因
者
負
担
と
す
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
ま
し
て
、
「
市
街
地
の
合
理
的
か
つ
健
全
な
高
度
利
用
と
都
市
機
能
の 

更
新
を
図
る
」
（
都
市
再
開
発
法
）
市
街
地
再
開
発
事
業
や
「
公
共
施
設
の
整
備
改
善
及
び
宅
地
利
用
の
増
進
を
図

る
」（
土
地
区
画
整
理
法
）
土
地
区
画
整
理
事
業
と
も
根
本
的
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら

の
事
業
の
財
政
原
則
で
あ
る
「
独
立
採
算
」
制
度
を
本
事
業
の
「
再
開
発
」
に
適
用
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
ま

た
、
跡
地
「
再
開
発
」
の
事
業
内
容
に
お
い
て
は
、
騒
音
か
ら
地
域
住
民
と
地
域
社
会
を
保
護
し
、
環
境
の
改
善

に
資
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
以
下
、
跡
地
「
再
開
発
」
に
関
し
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

① 

本
事
業
の
移
転
跡
地
「
再
開
発
」
の
財
政
原
則
を
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
の
「
公
共
用
飛
行
場
周
辺
地
域
に
お

け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
案
の
委
員
会
可
決
に
際
し
、
衆
・
参 

「
再
開
発
」
造
成
し
、
騒
音
に
耐
え
る
こ
と
の
で
き
る
生
産
流
通
施
設
の
用
地
と
し
て
売
却
し
、
も
つ
て
投
下
資

本
を
回
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
財
政
的
に
は
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
し
て
い
る
。 

一
〇 

 



 

七 

大
阪
空
港
周
辺
整
備
事
業
の
性
格
に
つ
い
て 

③ 

跡
地
「
再
開
発
」
に
お
い
て
は
、
地
元
自
治
体
へ
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
十
分
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、

「
再
開
発
」
区
域
内
で
の
自
治
体
に
よ
る
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
補
助
制
度
を
採
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。 

② 

運
輸
省
の
同
法
改
正
案
の
説
明
書
で
は
、
跡
地
の
利
用
（
再
開
発
）
は
倉
庫
、
野
外
自
動
車
置
場
等
と
さ
れ

て
い
る
が
、
移
転
跡
地
の
利
用
は
、
関
係
住
民
の
た
め
の
環
境
改
善
の
方
向
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
倉

庫
、
野
外
自
動
車
置
場
等
の
生
産
流
通
施
設
中
心
で
な
く
、
公
園
、
緑
地
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
生
活
関
連

公
共
施
設
中
心
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

大
阪
空
港
周
辺
整
備
事
業
は
、
そ
の
対
象
と
す
る
地
域
の
広
さ
、
人
口
数
に
お
い
て
極
め
て
大
規
模
な
も
の 

両
運
輸
委
員
会
で
の
附
帯
決
議
（
全
会
一
致
）
で
も
明
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
原
因
者
負
担
に
早
急

に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
一 

 



 

で
あ
る
。 

し
か
し
、
現
実
の
事
業
遂
行
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
点
は
考
慮
さ
れ
ず
、
個
々
の
事
業
手
法
が
総
合
的
な

計
画
の
裏
付
け
の
な
い
ま
ま
バ
ラ
バ
ラ
に
執
行
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
跡
地
「
再
開
発
」
、
代
替
地

造
成
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
独
立
採
算
制
、
住
民
負
担
の
財
政
制
度
が
押
し
付
け
ら
れ
、
事
業
の
円
滑
な

進
行
も
極
め
て
困
難
と
な
つ
て
お
り
、
現
地
で
は
、
地
域
社
会
の
崩
壊
と
も
い
え
る
状
態
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。 

例
え
ば
、
豊
中
市
の
場
合
、
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
八
五
以
上
の
第
一
種
区
域
の
人
口
は
、
二
万
世
帯
五
万
五
千
人

（
大
阪
府
調
べ
）
で
あ
り
、
同
市
の
人
口
の
一
四
％
に
も
及
ぶ
。
ま
た
伊
丹
市
で
の
第
一
種
区
域
内
の
人
口
は
、

六
千
九
百
世
帯
二
万
七
千
人
、
同
じ
く
川
西
市
の
場
合
で
は
、
四
千
世
帯
一
万
三
千
人
（
大
阪
府
調
べ
）
で
あ

る
。
東
京
、
博
多
間
の
新
幹
線
騒
音
対
策
に
よ
る
移
転
、
防
音
工
事
の
対
象
戸
数
が
一
万
八
千
戸
で
あ
る
こ
と

と
比
べ
て
も
、
本
事
業
の
規
模
の
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
事
業
は
、
そ
の
規
模
と
と
も
に
騒
音

対
策
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
の
再
編
成
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 
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② 

指
定
区
域
内
に
お
い
て
は
、
移
転
に
よ
る
人
口
減
少
に
よ
り
商
店
、
公
衆
浴
場
等
の
経
営
が
困
難
と
な 

 

り
、
す
で
に
廃
業
、
転
出
の
や
む
な
き
に
至
つ
た
事
例
さ
え
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
現
地
の
生
活
環

境
を
一
層
悪
化
さ
せ
、
住
民
に
不
安
と
不
便
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
商
店
、
公
衆
浴
場
等
の
経
営
に

つ
い
て
も
、
経
営
者
、
住
民
に
不
安
、
不
便
を
与
え
な
い
よ
う
政
府
は
必
要
な
助
成
措
置
等
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

① 

本
事
業
が
、
地
域
社
会
の
崩
壊
、
住
民
追
出
し
と
な
ら
な
い
よ
う
そ
の
規
模
と
性
格
に
つ
い
て
認
識
を
改

め
、
住
民
参
加
に
よ
る
総
合
計
画
（
空
港
周
辺
整
備
計
画
）
策
定
が
円
滑
に
進
む
よ
う
自
治
体
に
協
力
し
、
事

業
遂
行
に
お
い
て
は
、
住
民
の
要
求
を
十
分
尊
重
し
、
関
係
自
治
体
と
も
一
層
協
議
を
緊
密
に
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
う
が
政
府
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

地
域
住
民
は
、「
自
分
達
の
町
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
不
安
と
焦
り
の
中
で
毎
日
を
送
つ
て
い
る
。
本
整
備

事
業
の
性
格
に
関
し
次
の
四
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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④ 

本
事
業
は
、
財
政
的
に
公
害
対
策
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
源
の
大
部
分
を
政
府
、
民
間
か
ら

の
借
入
金
に
よ
つ
て
い
る
た
め
、
住
民
へ
の
負
担
の
上
に
立
つ
て
、
事
業
体
と
し
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

ら
な
け
れ
ば
、
制
度
的
に
成
り
立
た
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
代
替
地
造
成
事
業
、
跡
地
「
再
開
発
」
な

ど
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
被
害
住
民
に
大
き
な
負
担
を
強
い
た
り
、
こ
の
事
業
の
本
来
の
性
格
に
反

す
る
方
向
で
の
事
業
化
が
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。 

③ 
第
二
種
区
域
内
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
移
転
跡
地
が
見
ら
れ
る
が
、
防
犯
上
、
衛
生
上
の
被
害
が
住
民

に
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
跡
地
管
理
を
さ
ら
に
改
善
す
る
こ
と
と
、
必
要
に
応
じ
た
跡
地
の
住
民
へ
の
開

放
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

被
害
住
民
、
関
係
自
治
体
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
な
方
向
で
の
事
業
の
速
や
か
な
進
捗
の
た
め
に
、
原

因
者
負
担
の
原
則
に
立
つ
た
財
政
制
度
の
抜
本
的
改
革
が
必
要
と
思
う
が
政
府
の
見
解
は
ど
の
よ
う
な
も 

の
か
。 

一
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五 

右
質
問
す
る
。 


